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沖縄県宮古諸島から得られた魚類 10種の記録

永井亮羽 1・髙橋麟太郎 1・木部琥太朗 1・今田明生 1・吉本亘成 1・小田英次郎 2・尾山大知 3, 4, 5

In September 2025, 10 fish species, Ambassis buruensis 
Bleeker, 1856, Ambassis interrupta Bleeker, 1853, and Am-
bassis miops Günther, 1871 (Ambassidae), Epibulus insidiator 
(Pallas, 1770) (Labridae), Amblygobius esakiae (Herre, 1939), 
Amblygobius sp. A sensu Suzuki et al. (2004), Favonigobius sp. 
A sensu Momose (2024), Mangarinus waterousi (Herre, 1943), 
Trypauchenopsis limicola (Smith, 1964), and Gobiidae, indet. 
gen. and sp. 10 sensu Suzuki (2004) (Gobiidae) were collected 
from coastal and inland waters of the Miyako Islands (Okinawa 
Prefecture), southern Ryukyu Archipelago, southwestern Japan. 
Among them, Amba. buruensis, Amba. interrupta, Ambl. esaki-
ae, F. sp. A, and M. waterousi were newly recorded from the Mi-
yako Islands. In addition, specimens of Amba. miops, E. insidi-
ator, and T. limicola represent the first specimen-based records 
from the islands. Moreover, Ambl. sp. A from Shimoji Island and 
Gobiidae, indet. gen. and sp. 10 from Irabu Island represent the 
first records from the respective island. A detailed description of 
Ambl. esakiae from Shimoji Island, representing the second Jap-
anese specimen-based record, is also provided herein.
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 Abstract

宮古諸島は琉球列島南部の八重山諸島と沖縄諸島の中

間に位置し，宮古島を中心として，伊良部島，下地島，

来間島，池間島，大神島，多良間島，および水納島の計

8島からなる島嶼群である．宮古諸島の魚類相について，

Senou et al. (2006: tables 1, 2)は神奈川県立生命の星・地球

博物館の魚類写真資料データベース（KPM-NR）の登録資

料に基づき，同諸島に 17目 75科 792種の魚類が出現する

とした．その後，Senou et al. (2007)が同諸島の沿岸性魚類

目録を作成し，17目 82科 863種を報告したが，同目録は

主にダイバーが撮影した水中写真に基づくものであり，陸

水域や潮間帯から潮下帯にかけて生息する種については網

羅されていない．さらに，立原（2019a, 2020a）は同諸島

の海域において 3回の魚類相調査を行い，確認された 10

目 46科 179属 435種の目録を報告した．また，これらの

他にもマングローブ域や河川の魚類相に関する目録的な報

告（立原ほか，2002; Tachihara et al., 2003；北村，2009；立原，

2019b, 2020b）があるものの，依然として同諸島の魚類相

の全貌を把握するには至っていない．

2025年 9月，宮古諸島の沿岸域ならびに陸水域からヒ

メタカサゴイシモチ Ambassis buruensis Bleeker, 1856，ナ

ンヨウタカサゴイシモチ Ambassis interrupta Bleeker, 1853，

セスジタカサゴイシモチ Ambassis miops Günther, 1871，ギ

チベラ Epibulus insidiator (Pallas, 1770)，エサキサラサハ

ゼ Amblygobius esakiae (Herre, 1939)，ホホベニサラサハゼ

Amblygobius sp. A sensu Suzuki et al. (2004)，ヒメハゼ属の

一種 A Favonigobius sp. A sensu Momose (2024)，ウチワハ

ゼ Mangarinus waterousi (Herre, 1943)，ホシドメヒゲワラス

ボ Trypauchenopsis limicola (Smith, 1964)，およびハゼ科の

一種 10 Gobiidae, indet. gen. and sp. 10 sensu Suzuki (2004)の

10種の魚類が採集された．これらはいずれも宮古諸島ま

たは各島からの初記録もしくは標本に基づく確かな記録と

なるので，同諸島の魚類相に関する基礎的知見の蓄積に寄

与することを目的として報告する．

材料と方法
採集調査は 2025年 9月 1日から 5日にかけて，宮古諸

島の宮古島，伊良部島，および下地島において，著者らの

うち 2–4名が手網（間口 36 cm，目合 3 mm）を用いて行った．

標本作製方法は概ね本村（2009）に準拠したが，麻酔に

は 2-フェノキシエタノールを用いた．標本の観察は双眼
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実体顕微鏡下で行い，必要に応じてサイアニンブルーによ

る一時染色を施した．標本の計測はデジタルノギスを用い

て 0.1 mmの精度で行った．鰓耙は右体側の鰓弓を摘出し

たのちアリザリンレッドで染色して観察した．タカサゴイ

シモチ属魚類の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)，

Allen and Burgess (1990)，および吉郷（2024）にしたがい，

頭部膜骨における骨質隆起縁部位の名称は吉郷（2024）に

準拠した．エサキサラサハゼの計数・計測方法は渋川ほか

（2011）に準拠し，内骨格の観察は軟 X線写真［神奈川県

立生命の星・地球博物館の魚類写真データベース（KPM-

NR）に KPM-NR 292002Eとして登録］に基づく．標準体

長（standard length）は体長または SLと略記した．本稿に

おける種の分類体系は本村（2026）に準拠した．色彩の表

記は財団法人日本色彩研究所（1988）の系統色名に準拠し

た．本報告で使用した標本は東京大学総合研究博物館動物

部門（ZUMT）に登録した．なお，神奈川県立生命の星・

地球博物館における資料番号はデータベース上では冒頭に

ゼロが付加された 7桁の数字が使用されているが，本稿で

は本質的な有効数字で表記した．

タカサゴイシモチ科 Ambassidae

Ambassis buruensis Bleeker, 1856

ヒメタカサゴイシモチ　（Figs. 1A, 2A）

標本　ZUMT 72119，体長 51.7 mm，宮古島，崎田川河

口域，水深 1 m，2025年 9月 3日，永井亮羽・木部琥太朗

採集．

同定　本標本は背鰭前方鱗数が 11であること，縦列鱗

数が 26であること，鰓耙数が 9 + 26であること，側線が

途中で中断し，不完全であること，主上顎骨後縁が眼前縁

の直下を越えないこと，眼上骨隆起の棘が１本であるこ

と，頬部の横列鱗が 2列からなること，鼻棘を有すること，

間鰓蓋骨隅角部下縁が平滑であること，最大体高が体長の

35.5%であること，第 1背鰭高が体長の 24.8%であること，

および尾鰭後縁が黒いことなどの特徴が Allen and Burgess 

(1990)，Allen (1999)，および吉郷（2024）の示したヒメタ

カサゴイシモチ Ambassis buruensisの特徴と一致したため，

本種に同定された．

分布　本種は日本，台湾，フィリピン，インドネシ
ア，およびパプアニューギニアなど東インド洋から西太平

洋にかけて分布し（Weber and de Beaufort, 1929; Allen and 

Burgess, 1990; Allen, 1999; Fricke et al., 2014；周ほか，2020; 

Jamandre, 2023；吉郷，2024），国内では大隅諸島（種子島，

屋久島），沖縄諸島（沖縄島，久米島），および八重山諸島

（石垣島，西表島，与那国島）から記録されていた（吉郷，

2000, 2007, 2014, 2024；冨森ほか，2020）．本研究によって

宮古諸島宮古島から新たに本種が記録された．

Ambassis interrupta Bleeker, 1853

ナンヨウタカサゴイシモチ　（Fig. 1B）

標本　ZUMT 72105，体長 20.9 mm，宮古島，入江湾に

Fig. 1. Fishes collected from the Miyako Islands, immediately after fixation. A: Ambassis buruensis, ZUMT 72119, 51.7 mm SL; B: 
Ambassis interrupta, ZUMT 72105, 20.9 mm SL; C: Ambassis miops, ZUMT 72120, 33.0 mm SL; D: Epibulus insidiator, ZUMT 
72101, 22.7 mm SL.
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流入する河川（名称不明），水深 1 m, 2025年 9月 2日，髙

橋麟太郎・木部琥太朗・吉本亘成採集．

同定　本標本は背鰭前方鱗数が 13であること，縦列鱗

数が 25であること，側線が途中で中断されること，頬部

の横列鱗が 2列からなること，眼上骨隆起が 1棘を有する

こと，鼻棘を有すること，間鰓蓋骨下縁が鋸歯状であるこ

と，第 1背鰭高が体長の 38.6%で第 2棘が第 3棘よりも

高いこと，最大体高が体長の 39.9%であること，および

腹鰭第 1棘と第 1軟条間の鰭膜先端部が白くなることなど

の特徴が Allen and Burgess (1990)と Allen (1999)の示した

Ambassis interruptus，および吉郷（2024）の示したナンヨ

ウタカサゴイシモチ A. interruptaの特徴に一致したため本

種に同定された．

分布　本種は日本，フィリピン，マレーシア（マレー
半島東岸），インドネシア，パプアニューギニア，バヌアツ，

ニューカレドニア，オーストラリア，シンガポール，およ

びアンダマン海など東インド洋から西太平洋にかけて分布

し（Weber and de Beaufort, 1929; Fraser-Brunner, 1954; Allen 

and Burgess, 1990; Allen, 1999; Shibukawa, 2009, 2011; Koeda, 

2017a; Pusey et al., 2017; Jamandre, 2023；吉郷，2024），国

内では八重山諸島の石垣島，西表島，および与那国島から

標本に基づく確実な記録があった（瀬能・鈴木，1980；鈴

木ほか，1982；吉郷，2000, 2014, 2024）．本研究によって

宮古諸島宮古島から新たに本種が記録された．なお，四宮・

池（1992）と鳥居ほか（2011）は奄美大島と沖縄島からそ

れぞれ本種を報告した．しかし，吉郷（2024）はこれらが

いずれも目録的な記録で，標本が確認できないとして奄美

大島と沖縄島を本種の分布情報から除外した．それにした

がい，本研究でも奄美大島と沖縄島は本種の記録地として

扱わなかった．

Ambassis miops Günther, 1871

セスジタカサゴイシモチ　（Figs. 1C, 2B）

標本　ZUMT 72120，体長 33.0 mm，宮古島，崎田川河

口域，水深 1 m，2025年 9月 3日，永井亮羽・木部琥太朗

採集．

同定　本標本は背鰭前方鱗数が 15であること，縦列鱗

数が 25であること，鰓耙数が 5 + 19であること，眼上骨

隆起の棘が 1本であること，頬部の横列鱗が 2列からなる

こと，鼻棘を有すること，間鰓蓋骨隅角部下縁が平滑であ

ること，胸鰭鰭条数が 14であること，最大体高が体長の

36.0%であること，および尾鰭が黒くなることなどの特徴

が Allen and Burgess (1990)，Allen (1999)，および吉郷（2024）

の示したセスジタカサゴイシモチ Ambassis miopsの特徴と

一致したため，本種に同定された．

備考　本種は日本，台湾，フィリピン，インドネシ

ア，パプアニューギニア，オーストラリア，ニューカレ

ドニア，クック諸島ラロトンガ島，フィジー，サモア，

およびインドなどインド洋から西太平洋にかけて分布し

（Weber and de Beaufort, 1929; Allen and Burgess, 1990; Allen, 

1999; Koeda, 2017b；周ほか，2020; Jamandre, 2023；吉郷，

2024），国内では兵庫県淡路島，和歌山県，高知県，宮崎

県，鹿児島県薩摩半島，大隅諸島（種子島，屋久島，口永

良部島），奄美群島（奄美大島），沖縄諸島（沖縄島，久

米島），および八重山諸島（石垣島，西表島，与那国島）

から記録されていた（Snyder, 1912；瀬能・鈴木，1980, 

1981；林ほか，1981；鈴木ほか，1982；吉郷，2000, 2007, 

2014, 2024; Motomura et al., 2010; Iwatsuki et al., 2017；岩坪

ほか，2017；木村ほか，2017；冨森ほか，2020；岡村ほか，

2023）．

なお，立原ほか（2002）は宮古島のマングローブ域に

生息する魚類目録にセスジタカサゴイシモチを含めた．本

種は吉郷（2024）が日本産タカサゴイシモチ属魚類の分類

学的整理を行う以前は，同属のヒメタカサゴイシモチと混

同されてきた経緯があるが（吉郷，2024），立原ほか（2002）

は目録的な報告であり，彼らが宮古島から報告したセスジ

タカサゴイシモチがいずれの種に該当するかは不明であ

る．そのため，本研究は宮古島におけるセスジタカサゴイ

シモチの標本に基づく確かな記録となる．

セスジタカサゴイシモチは同属のヒメタカサゴイシモ

チと形態が酷似しており，両種は混同されることがある（吉

郷，2024）．従来，両種は前鰓蓋骨隆起下縁について前者

は弱い鋸歯状で角部に鋭い 1棘を有するのに対し，後者は

明瞭な鋸歯状であることで識別可能とされていたが（林，

2013；冨森ほか，2020），冨森ほか（2020）は両種ともに

Fig. 2. Enlarged view of preopercular ridges of preserved speci-
mens of two species of Ambassis (temporally stained with cy-
anine blue). A: Ambassis buruensis, ZUMT 72119, 51.7 mm 
SL; B: Ambassis miops, ZUMT 72120, 33.0 mm SL.
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隅角部に大きな 1棘を有することを報告し，識別形質とし

ての有効性に疑義を呈した．本研究で観察した宮古島産標

本においても，鋸歯状突起は，細部における形状の違いが

あるものの，両種の間で明確な差異は見出されなかった

（Fig. 2）．なお，セスジタカサゴイシモチは鰓耙数が 5–9 

+ 16–22であるのに対して，ヒメタカサゴイシモチは 7–12 

+ 22–29とより多いことから識別可能である（冨森ほか，

2020；吉郷，2024）．

ベラ科 Labridae

Epibulus insidiator (Pallas, 1770)

ギチベラ　（Fig. 1D）

標本　ZUMT 72101，体長 22.7 mm，伊良部島，佐和田

漁港，2025年 9月 2日，尾山大知・小田英次郎・永井亮羽・

木部琥太朗採集．

同定　本標本は口を著しく伸長させることができるこ
と，前鰓蓋骨後縁が円滑であること，背鰭棘数が 9である

こと，側線が体側後部にて中断していること，側線有孔鱗

数が 17 + 7であること，および尾鰭分枝軟条数が 10であ

ることなどの特徴が島田（2013）の示したギチベラと一致

したため本種に同定された．さらに，体色が暗色であるこ

と，眼を中心にした放射状の白色線を有すること，体側に

4白色横帯を有すること，および背鰭と臀鰭に 3小白斑を

有することなどの色彩的特徴が西山・本村（2012）と加藤

（2016）の示した本種の幼魚の特徴とよく一致した．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し（島田，
2013），国内では伊豆諸島（八丈島），静岡県，和歌山県，

愛媛県，鹿児島県薩摩半島，大隅諸島（種子島，屋久島，

口永良部島），奄美群島（奄美大島，徳之島，与論島），沖

縄諸島（沖縄島，久米島，伊江島），宮古諸島（多良間島，

下地島，伊良部島，宮古島），八重山諸島（石垣島，西表島，

与那国島），および大東諸島（南大東島）から記録されて

いた（福田・御前，1992；吉郷，2004; Senou et al., 2006, 

2007；高木ほか，2010; Motomura et al., 2010；西山・本村，

2012；島田，2013；加藤，2016; Koeda et al., 2016；福井，

2018; Mochida and Motomura, 2018；立原，2019a, 2020a; Ino-

ue et al., 2020；田代・古𣘺，2022; Motomura, 2023；阿部ほ

か，2024; Kadota et al., 2024；犬塚・嘉藤，2024）．

本種の宮古諸島（多良間島，下地島，伊良部島，宮古島）

における記録は，これまで写真および標本に基づいていな

い目録形式に基づく記録のみであった（Senou et al., 2007；

立原，2019a, 2020a）．したがって，本記録は標本に基づく

宮古諸島からの初記録である．

Fig. 3. Amblygobius esakiae (A: ZUMT 72161, 37.6 mm SL) and Amblygobius sp. A sensu Suzuki et al. (2004) (B: ZUMT 72160, 
38.6 mm SL) collected from Shimoji Island, Miyako Islands, immediately after fixation.
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ハゼ科 Gobiidae

Amblygobius esakiae (Herre, 1939)

エサキサラサハゼ　（Figs. 3A, 4; Table 1）

標本　ZUMT 72161，体長 37.6 mm，下地島，入江水道，

水深 0.5 m，2025年 9月 4日，永井亮羽・今田明生・吉本

亘成・木部琥太朗採集．

記載　計数・計測値を Table 1に示す．体は前後にやや

細長く，側扁する．吻端は丸みを帯びる．眼はやや大きく，

頭部の前背面に位置する．眼の上縁は頭部背縁を超えない．

両眼間隔は狭い．口裂は端位で，体軸に対して口角から約

35度上方へ斜行する．上顎前端よりも下顎前端がわずか

に突出する．上顎と下顎の後端は眼中央の直下まで達する．

上唇上縁は窪む．前鼻孔は眼前方に位置し，鼻管の先端に

開孔する．鼻管前端は吻端を越えない．後鼻孔は鼻管基部

と眼の間に開孔する．鰓孔は主鰓蓋骨下方から胸鰭基底上

端の前方にかけて開孔する．

第 1背鰭は平行四辺形に近く，第 2背鰭よりわずかに

低い．第 1背鰭起部は腹鰭起部直上よりも後方に位置し，

第 1背鰭と第 2背鰭の鰭膜はつながらないが，両者の基底

は連続する．第 1背鰭は緩やかに曲線を描き，第 2背鰭は

上縁が直線である．臀鰭起部は肛門の直後に位置し，臀鰭

外縁はゆるく弧を描く．胸鰭基底は第 1背鰭起部とほぼ同

位で，胸鰭後端は第 2背鰭起部直下に達する．胸鰭後端は

丸みを帯びる．腹鰭はやや小さく，左右が結合し吸盤状と

なる．尾鰭は菱形で先端が尖る．

色彩　生鮮時（Fig. 3A）―頭部から躯幹部にかけての

地色は灰みの白色で，躯幹部の腹側にかけて薄い黄色とな

る．体側には体軸と並行ににぶいピンクの細い 2縦線が走

る．項部から背鰭前方部にかけてさえた紫みの赤の点列が

ある．眼前縁から上顎前端にかけてこい紫みの赤の縦帯が

走り，その上端は前鼻管基部で下端は上顎の眼下縁を越え

ないまで広がる．第 1・第 2背鰭は半透明で明るい赤色の

3縦線が走る．臀鰭は躯幹部に隣接した基部に明るい赤色

の 1縦帯が走る．胸鰭は白色半透明．腹鰭は黄みの白色．

尾鰭は中心に躯幹部の縦線と連続した体軸に並行なさえた

紫みの赤の縦線が走り，周縁はさえた紫みの赤で縁取られ

る．

分布　本種は紅海と西太平洋の日本，フィリピン，パ
ラオ，インドネシア（バリ島），およびパプアニューギ

ニアに分布する（Herre, 1939；渋川ほか，2011；明仁ほ

か，2013； 林・ 白 鳥，2013; Fricke et al., 2014; Allen and 

Erdmann, 2016; Bogorodsky and Goren, 2023）．国内では八重

山諸島西表島から標本ならびに水中写真に基づく記録があ

るほか（渋川ほか，2011；鈴木，2021），奄美群島の奄美

大島でも本種が撮影されている（鈴木，2021）．本研究によっ

て宮古諸島下地島から新たに本種が記録された．

採集状況　本種は入江水道にて，干潮時に水深約 0.5 m

の軟泥底から採集された．同所ではブダイ科未同定属未同

定種 Scaridae, indet. gen. and sp.（ZUMT 72135，体長 27.9 

mm；幼魚のため未同定），ハナビヌメリ Paradiplogrammus 

enneactis (Bleeker, 1879)（2個体，ZUMT 72141, 72162，体長

22.8–24.8 mm），ホホグロスジハゼ Acentrogobius suluensis 

(Herre, 1927)（ZUMT 72167，体長 27.1 mm），ホホベニサ

ラサハゼ（後述），オキナワハゼ属未同定種 Callogobius 

sp.（ZUMT 72138，体長 23.4 mm），トサカハゼ Cristato-

gobius lophius (Herre, 1927)（3 個体，ZUMT 72169–72171，

体長 17.9–22.1 mm），ハスジマハゼ Cryptocentroides insignis 

(Seale, 1910)（ZUMT 72168，体長 23.7 mm），オイランハ

This study Shibukawa
et al. (2011)

ZUMT 72161 n = 5
Locality Shimoji I. Iriomote I.
Standard length (SL; mm) 37.6 24.9–48.6
Counts
Dorsal-fin rays Ⅵ–I, 15 Ⅵ–Ⅰ, 15
Anal-fin rays Ⅰ, 15 Ⅰ, 15
Pectoral-fin rays 20 19–20
Pelvic-fin rays Ⅰ, 5 Ⅰ, 5

Measurements as % of SL
Head length 25.6 26.5–29.5
Head width 14.4 14.3–15.4
Head depth 17.5 16.9–17.9
Snout length 8.0 7.5–8.3
Eye diameter 6.7 6.6–8.1
Interorbital width 3.9 2.4–3.5
Jaw length 11.2 10.5–11.4
Body depth 18.2 17.4–18.1
Pre-dorsal-fin length 32.2 32.4–33.8
Pre-pelvic-fin length 28.5 54.8–55.2
Pre-anal-fin length 57.5 57.1–59.5
Caudal-peduncle length 14.1 14.2–15.1
Caudal-peduncle depth 11.5 10.6–11.2
First dorsal-fin base length 23.2 22.0–23.7
Second dorsal-fin base length 34.5 32.9–34.7
Anal-fin base length 32.0 28.5–31.0
Pectoral-fin length 22.7 21.1–22.8
Pelvic-fin length 18.7 18.2–21.7
Caudal-fin length 33.8 31.1–34.6

Table 1. Counts and measurements of Amblygobius esakiae from 
Japan.

Fig. 4. Radiograph of preserved specimen of Amblygobius esaki-
ae (same individual as Fig. 3A, image registered as KPM-NR 
292002E).
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ゼ Cryptocentrus melanopus (Bleeker, 1860)（ZUMT 72139，

体長 23.4 mm），マダラハゼ Macrodontogobius wilburi Her-

re, 1936（ZUMT 72140，体長 28.0 mm），ケショウハゼ

Oplopomus oplopomus (Valenciennes, 1837)（ZUMT 72159，

体長 32.2 mm），ミナミサルハゼ Oxyurichthys lonchotus 

(Jenkins, 1903)（3 個体，ZUMT 72164–72161，体長 30.5–

35.9 mm），およびハゼ科の一種 10（後述）なども確認さ

れた．

同定　本標本は第 2背鰭・臀鰭軟条数が 15であること，

第 1背鰭の棘が伸長しないこと，第 1背鰭の形が平行四辺

形に近いこと，吻は突出せず丸みを帯びること，背鰭前方

鱗をもたないこと，尾鰭が長く尖形であること，体側に黒

色縦線がなく，頭部と体側に桃色の縦線を有すること，尾

鰭基底に橙色斑がないこと，および吻部の暗色部が幅広く，

前鼻管基部よりはるか下方まで達することなどが明仁ほか

（2013）と鈴木（2021）の示したエサキサラサハゼの特徴

と一致したため，本種に同定された．

備考　分布の項で述べたとおり，本種は国内ではこれ
までに西表島と奄美大島からのみ記録されていた．した

がって，本研究で得られた下地島産の標本は本種の宮古諸

島からの初記録となる．また，国内における記録のうち，

標本に基づく報告は西表島産の 5標本を報告した渋川ほか

（2011）のみであった．そのため，本研究は本種の標本に

基づく報告としては国内 2例目となる．

本種は同属のホホベニサラサハゼとよく似るが，背鰭・

臀鰭軟条数が 15–16であること（ホホベニサラサハゼでは

通常 14），尾鰭が長く，尖形であること（丸みを帯び，若

干尖る），吻部の暗色部が幅広く，前鼻管基部よりも広い

こと（明るい赤色に近く，基部に留まる），および体側に

細いにぶいピンクの 2縦線が走ることなどにより識別可能

である（渋川ほか，2011；鈴木，2021；本研究）．

なお，本研究で観察した下地島産標本と渋川ほか（2011）

が記載した西表島産標本の計測値を比較したところ，腹鰭

前長に大きな差異がみられた．渋川ほか（2011）は腹鰭前

長を腹鰭棘基部前端と吻端との間の直線距離と定義し，西

表島産標本では体長の 54.8–55.2%であったと述べている

が，これに準拠して計測したところ，下地島産標本の腹鰭

前長は体長の 28.5%であった（Table 1）．この差異は渋川

ほか（2011）が自身で述べた方法にしたがっていないか，

誤った場所を計測したことに起因すると考えられる．

Amblygobius sp. A sensu Suzuki et al. (2004)

ホホベニサラサハゼ　（Fig. 3B）

標本　ZUMT 72160，体長 38.6 mm，下地島，入江水道，

水深 0.5 m，2025年 9月 4日，永井亮羽・今田明生・吉本

亘成・木部琥太朗採集．

同定　本標本は第 2背鰭・臀鰭軟条数が 14であること，

第 1背鰭の棘が伸長しないこと，吻が突出せず丸みを帯び

ること，背鰭前方鱗をもたないこと，体側に黒色縦線をも

たず，頭部と体側に桃色縦線を有すること，尾鰭基底に橙

色斑はないこと，および吻の暗色線は細く，下縁が前鼻管

基部下端に接することなどの特徴が明仁ほか（2013）と鈴

木（2021）が示したホホベニサラサハゼと一致したため，

本種に同定された．

分布　本種は日本，台湾，タイ湾，ミクロネシア，イ
ンドネシア，およびオーストラリアに分布し（鈴木，

2004, 2021；明仁ほか，2013），国内では伊豆諸島（八丈島），

小笠原諸島（父島），和歌山県，鹿児島県薩摩半島，大隅

諸島（種子島，屋久島，口永良部島），奄美群島（奄美大

島，沖永良部島），沖縄諸島（沖縄島，伊江島），宮古諸島

（宮古島，伊良部島，池間島），および八重山諸島（石垣島，

西表島，与那国島）から記録されていた（鈴木，2004, 

2021；吉郷ほか，2005; Senou et al., 2006, 2007; Motomura et 

al., 2010；宮古島市総合博物館，2013；明仁ほか，2013；

佐々木ほか，2014；吉郷，2014; Koeda et al., 2016；木村ほ

か，2017; Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et al., 2018；

萩原，2019；赤池ほか，2021; Motomura, 2023；佐藤ほか，

2023）．このうち宮古諸島では，宮古島から標本に基づく

報告がある（宮古島市総合博物館，2013）ほか，伊良部島

と池間島から写真記録がある（Senou et al., 2007）．本研究

によって標本に基づき下地島からも本種が記録された．

Favonigobius sp. A sensu Momose (2024)

ヒメハゼ属の一種 A　（Fig. 5A）

標本　ZUMT 72111，雄，体長 21.0 mm，ZUMT 72113，雄，

体長 21.7 mm，伊良部島，入江水道，水深 0.1 m，2025年

9月 3日，尾山大知・髙橋麟太郎・今田明生・吉本亘成採集．

同定　本標本は背鰭・臀鰭軟条数が 9であること，背

鰭前方鱗数が 7–8であること，頭部が大きく，体が太短い

こと，背鰭棘が伸長しないこと，腹部が白色で，頭部は黒

くならないこと，尾柄の黒色斑の後端が二叉しないこと，

尾鰭上部に黒色斑をもたないこと，対側の 4黒色斑が楕円

形であることなどの特徴が百瀬（2024）の示したヒメハゼ

属の一種 Aの特徴と一致したため，本種に同定された．

分布　本種はこれまでに千葉県，鹿児島県本土，大隅
諸島（種子島），奄美群島（加計呂麻島，喜界島），沖縄

諸島（沖縄島），および八重山諸島（石垣島，西表島，与

那国島）から記録されていた（林・伊藤，1978；吉郷，

2014；鈴木，2021；百瀬，2022, 2024; Motomura, 2023；古

𣘺ほか，2024；大井ほか，2025；中村ほか，2025）．本研

究によって宮古諸島伊良部島から新たに本種が記録され

た．
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Mangarinus waterousi (Herre, 1943)

ウチワハゼ　（Fig. 5B）

標本　ZUMT 72104，体長 43.1 mm，宮古島，入江湾に

流入する河川（名称不明），水深 0.5 m, 2025年 9月 2日，

髙橋麟太郎・木部琥太朗・吉本亘成採集．

同定　本標本は眼の前端から上顎前端に達する縦列皮
褶があること，頬に 2本の隆起縦線があること，頬に横方

向の隆起線がないこと，体後半の体側鱗は，前方のものよ

り大きいこと，および第 1背鰭後部に黒色斑があることな

どの特徴が明仁ほか（2013）の示したウチワハゼの特徴と

一致したため，本種に同定された．

分布　本種は日本，台湾，フィリピン，フィジー，パ
ラオ，マレーシア，インドネシア，およびインドなどの東

インド洋から西太平洋にかけて分布し（明仁親王・目黒，

1977；明仁ほか，2013; Tan et al., 2015; Ragul et al., 2022; Li 

and Chen, 2025），国内では和歌山県，奄美群島（奄美大

島，徳之島），沖縄諸島（沖縄島，久米島），および八重山

諸島（石垣島，西表島）から記録されていた（明仁親王・

目黒，1977；林ほか，1992; Tachihara et al., 2003；吉郷，

2007；神田ほか，2009；明仁ほか，2013；吉郷，2014; 

Nakae et al., 2018；鎗田ほか，2021；鈴木，2021；和田ほか，

2021）．本研究によって宮古諸島宮古島から新たに本種が

記録された．

Trypauchenopsis limicola (Smith, 1964)

ホシドメヒゲワラスボ　（Fig. 5C）

標本　ZUMT 72163，体長 89.3 mm，宮古島，入江湾に

流入する河川（名称不明），水深 0.5 m，2025年 9月 2日，

永井亮羽・木部琥太朗採集．

同定　本標本は鱗がないこと，頭部の皮褶が発達しな

いこと，下顎に長いヒゲ状皮弁をもたず，頭部に短いヒゲ

状突起が散在すること，背鰭と臀鰭が尾鰭と連続するこ

と，および尾鰭が長く，頭長より長いことなどの特徴が

Shibukawa and Murdy (2012)と明仁ほか（2013）の示した

ヒゲワラスボ属 Trypauchenopsis Volz, 1903の特徴と一致し

た．さらに，胸鰭軟条数が 18であること，背鰭鰭条数が

6棘 27軟条であること，および臀鰭軟条数が 28であるこ

となどの特徴がMaeda et al. (2022)の示したホシドメヒゲ

ワラスボ Trypauchenopsis limicolaの特徴と一致したため，

本種に同定された．

分布　本種は日本からマリアナ諸島にかけて分布し
（Maeda et al., 2022），国内では静岡県，大隅諸島（屋久島），

沖縄諸島（沖縄島），および八重山諸島（石垣島）から確

かな記録がある（Maeda et al., 2022；古𣘺ほか，2023；百瀬・

尾山，2026）．

Maeda et al. (2022)が本種とマバラヒゲワラスボ Trypau-

chenopsis intermedia Volz, 1903を識別する以前，両種は混

同され「ヒゲワラスボ」として扱われてきた．琉球列島

産の「ヒゲワラスボ」について，Maeda et al. (2022)は沖

縄島と石垣島産の標本を検討し，両島に 2種がいずれも出

現することを明らかにしたが，他の産地からの記録は再検

討がなされていなかった．宮古諸島では宮古島と伊良部島

から「ヒゲワラスボ」の報告があるが（立原ほか，2002; 

Tachihara et al., 2003；吉郷ほか，2005），これらがマバラ

ヒゲワラスボとホシドメヒゲワラスボのどちらに該当する

のかは不明である．そのため，本研究は宮古島におけるホ

シドメヒゲワラスボの確かな記録となる．

Gobiidae, indet. gen. and sp. 10 sensu Suzuki (2004)

ハゼ科の一種 10　（Fig. 5D）

標本　ZUMT 72136，体長 9.2 mm，ZUMT 72137，体長 9.9 

Fig. 5. Fishes collected from the Miyako Islands, immediately after fixation. A: Favonigobius sp. A sensu Momose (2024), ZUMT 
72111, male, 21.0 mm SL; B: Mangarinus waterousi, ZUMT 72104, 43.1 mm SL; C: Trypauchenopsis limicola, ZUMT 72163, 
89.3 mm SL; D: Gobiidae, indet. gen. and sp. 10 sensu Suzuki (2004), ZUMT 72137, 9.9 mm SL.
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mm，伊良部島，入江水道，水深 0.5 m，2025年 9月 4日，

永井亮羽・木部琥太朗・今田明生・吉本亘成．

同定　本標本は背鰭と臀鰭の軟条数がそれぞれ 10と同

数であること，頭部が大きいこと，腹鰭が大きいこと，お

よび腹鰭膜蓋後縁が鋸歯状であることが鈴木（2021），百瀬・

尾山（2024），および大井ほか（2025）の示したハゼ科の

一種 10と一致したため，本種に同定された．

分布　本種はこれまでに奄美群島（奄美大島，喜界島），
沖縄諸島（沖縄島），および八重山諸島（石垣島，西表

島）から記録されていた（鈴木，2004, 2021；百瀬・尾山，

2024；大井ほか，2025）．なお，宮古島市総合博物館（2013）

は同館の収蔵資料目録に宮古島川満海岸産の「ハゼ科未記

載種 Gobiidae sp.」を含めているが，同標本の形態などに

関する詳細は述べられておらず，この標本が本種に該当す

るか否かは不明である．本研究によって宮古諸島伊良部島

から新たに本種が標本に基づき記録された．
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稿の改訂に際して有益なご助言を賜った．この場を借りて

厚く御礼申し上げる．
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